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公
民
館
は
心
の
オ
ア
シ
ス
で
す
（
谷
戸
公
民
館
利
用
者
の
声
）

公
民
館
は
心
の
オ
ア
シ
ス
で
す
（
谷
戸
公
民
館
利
用
者
の
声
）

　

色
鮮
や
か
な
１
枚
の
木
片
。
鳥
や
、

草
木
が
見
事
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
っ
て
、
皆
さ
ん
ご

存
知
で
す
か
？
谷
戸
公
民
館
で
活
動

し
て
い
る
、D

o
uble H

eart

を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

D
o
uble H

eart

は
、
平
成
５
年
、
谷

戸
幼
稚
園
の
教
養
講
座
を
き
っ
か
け

に
興
味
の
あ
る
人
が
集
ま
り
活
動
を

は
じ
め
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
名
は
、

「
２
人
の
ハ
ー
ト
を
大
事
に
」と
い
う

こ
と
で
決
ま
り
ま
し
た
。
生
活
に
密

着
し
た
作
品
を
中
心
に
月
２
回
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
は
ア
ク
リ
ル
絵

の
具
を
用
い
て
木
片
に
色
付
け
を
し

ま
す
。
ベ
ー
ス
の
色
を
塗
る
、
下
絵

を
描
く
な
ど
い
く
つ
か
の
工
程
を
経

て
完
成
さ
せ
ま
す
。
絵
の
具
の
み
で

木
片
に
光
と
影
を
表
現
す
る
の
が
特

徴
で
奥
深
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
訪

問
し
た
日
は
、
季
節
柄
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
。

作
品
作
り
に
集
中
す
る
一
方
、
会
員

同
士
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
が
、
ア
ト
リ
エ
（
学
習
室
）
を
包

ん
で
い
ま
し
た
。

　

一
つ
の
作
品
を
完
成
さ
せ
る
た
め

に
谷
戸
公
民
館
で
10
時
間（
５
日
間
）

の
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
家
庭
で
も
製
作
を
続
け
る

そ
う
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
時
間
を
か

け
て
完
成
し
た
作
品
に
つ
い
て
、
家

族
で
話
題
と
な
り
感
想
を
聞
く
と
ア

ド
バ
イ
ス
や｢

素
晴
ら
し
い
で
き
ば

え｣

と
、い
つ
も
励
み
と
な
る
言
葉
を

か
け
て
も
ら
え
る
の
で
、
活
動
の
日

が
楽
し
み
に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
の
魅
力
を
訊
ね
る
と
、「
こ
こ
に
来

て
い
る
と
日
常
を
忘
れ
ま
す
」

「
今
作
品
を
作
っ
て
い
る
が
、
早
く
次

の
作
品
を
作
り
た
く
な
っ
て
し
ま
う
」

「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
で
使
用
す
る
絵

の
具
は
、
木
片
だ
け
で
な
く
布
に
も

描
け
る
の
で
、
趣
味
の
幅
が
広
が
り
、

世
界
で
た
っ
た
一
つ
の
も
の
が
出
来

上
が
る
の
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
」

「
一
筆
一
筆
が
真
剣
勝
負
で
す
」と
み

な
さ
ん
楽
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
当
初
か
ら
の
会
員
、
始

め
て
ま
だ
半
年
の
会
員
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
が
作
り
出
す
見
事
な
芸
術
品
に
、

し
ば
ら
く
見
と
れ
て
い
たD

o
uble 

H
eart

の
訪
問
で
し
た
。
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絡
先　
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b
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ト
ー
ル
ペ
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テ
ィ
ン
グ
）

�

～
シ
ェ
ー
ド（
影
）と
ハ
イ
ラ
イ
ト（
光
）が

　

�

織
り
成
す
芸
術
品
～

★大豆びなと桜かざり展★
「一つ一つに思いをこめて」

★書道作品展★
西東京市子ども書道教室

　

芝
久
保
公
民
館
で
、

小
学
生
・
中
学
生
を
対

象
に
11
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

▼
と　

き
＝
２
月
24
日

（木）
～
27
日

（日）

▼
と
こ
ろ
＝
芝
久
保
公

民
館

　
　
　
　
　
　

 

★ 　
　
　
　
　

　

い
つ
来
る
と
も
知
れ
な
い
老
親
の

介
護
が
心
配
だ
し
、
も
し
自
分
や
夫

が
倒
れ
た
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　

そ
ん
な
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
で
は
、

楽
し
く
な
ん
か
暮
ら
せ
な
い
。
不
安

の
元
を
見
つ
け
出
し
、
前
向
き
に
一

歩
踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き
＝
別
表
の
と
お
り　

金
曜

日　

14
時
～
16
時

▼
と
こ
ろ
＝
田
無
公
民
館

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
お

お
む
ね
50
歳
～
60
歳
代
の
女
性

▼
定　

員
＝
20
人
（
申
込
順
）

▼
申　

込
＝
２
月
４
日

（金）‌

10
時
か
ら

電
話
で
田
無
公
民
館
へ

回 月日 内　　容 講　　師

1 2/18
自己紹介・私の夢を語ろう
～これから、老いとどう付き合う？～ 西山恵美子

（国立女性教
育会館客員研
究員）2 2/25

女性と介護
～私らしい介護との向き合い方～

3 3/4
西東京市の介護サービス事情
～そのときになって、あわてないために～

西東京市
高齢者支援課
職員

　

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
は
、
国
民

全
員
に
一
律
の
現
金
を
給
付
す
る
こ

と
で
、
最
低
限
の
生
活
を
保
障
し
よ

う
と
い
う
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を

切
り
口
に
、
自
由
と
公
共
、
労
働
の

意
義
な
ど
を
考
え
ま
す
。
対
話
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
自
ら
の
価

値
観
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き
＝
２
月
13
日

（日）
、
20
日

（日）　

14
時
～
16
時

▼
と
こ
ろ
＝
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

▼
定　

員
＝
20
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

▼
案
内
人
＝
寺
田
俊
郎
（
上
智
大
学

教
員
、
カ
フ
ェ
フ
ィ
ロ
会
員
）

▼
申　

込
＝
電
話
か
メ
ー
ル
で
２
月

７
日

（月）
ま
で
に
ひ
ば
り
が
丘
公
民

館
へ
（
電
話
は
２
月
３
日

（木）‌

10
時

か
ら
）

【
メ
ー
ル
で
の
申
込
】

①
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
１
面
参
照

②
件
名
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
申

込
」

③
本
文
「
氏
名
・
電
話
番
号
・
住
所
」

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

ひばりが丘公民館

　

教
科
書
文
学
を
通
じ
て
、
作
品

や
作
家
に
つ
い
て
学
び
、
そ
こ
か

ら
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
「
生

き
方
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

▼
と　

き
＝
別
表
の
と
お
り

　

木
曜
日　

14
時
～
16
時

▼
と
こ
ろ
＝
谷
戸
公
民
館

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

▼
定　

員
＝
30
人

▼
講　

師
＝
助す

け

川が
わ

幸こ
う

逸い
ち

郎ろ
う

（
横
浜

市
立
大
学
講
師
）

▼
申　

込
＝
往
復
は
が
き
で
２
月

７
日

（月）
消
印
有
効
。
応
募
多
数

谷戸公民館

回 月日 内　　　容

１ 2/17
「幽霊」はまだ現れるのか？
～村上春樹『レキシントンの幽霊』～

２ 2/24
ヤンキーの皮を被ったオタク
～山田詠美『海の方の子』～

３ 3/3
『芸術家』と『セレブ』のあいだに
～俵万智の歌とエッセイ～

４ 3/10 自転車ラプソディ～舟崎靖子『やいトカゲ』

５ 3/17
花咲く乙女たちの蔭に
～小川洋子『リンデンバウム通りの双子』～

田無公民館

ベーシック
インカム

を

考える

の
場
合
は
２
月
９
日

（水）‌

16
時
か
ら

公
民
館
事
務
室
前
に
て
公
開
抽
選

と
し
ま
す

往
復
は
が
き
書
き
方

▼
記
入
要
領　

往
信
面
の
裏
面
に
①

文
学
講
座
②
郵
便
番
号
③
住
所
④

電
話
番
号
⑤
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

返
信
面
は
申
込
人
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名(

敬
称
記
入)

、
裏
面

は
白
紙
。
は
が
き
の
あ
て
先
は
〒

188
―
０
０
０
１
西
東
京
市
谷
戸
町

１
―
17
―
２　

谷
戸
公
民
館

芝久保公民館

　

谷
戸
町
在
住
の
飯
島

英
夫
さ
ん
の
「
大
豆
び

な
と
桜
か
ざ
り
」
で
す
。

大
豆
に
顔
を
描
き
、
紙

の
着
物
を
着
せ
た
お
雛ひ

な

様
が
た
く
さ
ん
並
び
ま

す
。「
内
裏
び
な
作
り
講

習
会
」
も
あ
り
ま
す
。

▼
と　

き
＝
２
月
２
日

（水）
～
３
月
10
日

（木）

▼
と
こ
ろ
＝
芝
久
保
公

民
館

▼
講
習
会
＝
毎
週
木
曜

日　

13
時
～
16
時
。

ロ
ビ
ー
に
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

地
域
で
抱
え
て
い
る
課
題
・
問
題
を
、
参
加

者
同
士
で
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
、

知
恵
を
出
し
合
い
、
語
り
合
い
、
考
え
合
う
講

座
で
す
。
な
お
、
本
講
座
は
１
月
22
日
か
ら
開

講
し
て
い
ま
す
。
各
回
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き
＝
別
表
の
と
お
り　

土
曜
日　

10
時

～
12
時

▼
と
こ
ろ
＝
柳
沢
公
民
館

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▼
定　

員
＝
40
人

▼
申　

込
＝
柳
沢
公
民
館
に
て
現
在
電
話
で
受

付
中

―
福
祉
・
環
境
・
商
工
・

自
治
会
・
保
育
・
子
ど
も

の
居
場
所
を
つ
な
ぐ
―

集
ま
れ
！
地
域
の
市
民
力

月日 内　　　　容 講　　　　師

2/5
地域課題の解決策を探る
（ワークショップ）

新井浩子（早稲田大学非常勤講師）

2/12
知って得する高齢者福祉のあれこれ

（講　　　　　義）

熊田博喜（武蔵野大学准教授、西東京
市地域福祉計画策定・普及推進委員会
委員長）

2/19
地域のネットワークを考える

（ワークショップ）
利光有紀（西東京市社会福祉協議会地
域福祉コーディネーター）

2/26
市民力あふれる住み続けたい地域に
するために（講義・ワークショップ）

森田明美（東洋大学教授・西東京市子
ども福祉審議会会長）

柳沢公民館


